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【同窓会報告 36 回生】 

「36 回生 同窓会報告」 

寺島 克賢（36 回生） 

平成 23 年 9 月 19 日(月)富山観光ホテル(呉羽温泉)にて 1 度くらいは主幹事を、と引き受けた(寺島)ですが不

慣れで荒川さん、織田倉さんの幹事に多大な協力をいただき何とか大任を果たすことができました。遠いところ

を参加していただいた皆様には心より御礼申しあげます。富山県でのクラス会を楽しみにしておられた方で体調

不良のため、参加を諦められた方 3 名おられましたが元気になられ来年の山緑会にはお会いしたいものです。 

立山黒部アルペンルートの観光は天気予報では、雨マークが一週間かわらず晴天を祈っていたのですが出

発の朝も平地は雨でした。 

ところが立山の中腹辺りに来た時は青い空が広がり立山連山がくっきり容姿をみせ最高の観光日和になりまし

た。ダム下の川面に虹が浮かび黒部ダム散策の私たち一行を諸天が大歓迎してくれているようでした。 

懇親会には 37 回生の成田さん(元学友会北陸支部の支部長)も是非参加したいとの申し出があり出席者は 16

名でした。記念写真には佐野さんが用事で席をはずされ写真に加わっておられません。主幹事の不注意で申し

訳ありません。 

宴会は和気藹藹とすすみ、途中劇団の方に、全国的に有名な優雅な越中おわら節の踊りを入れていただき

富山県の文化の一端をご紹介させていただきました。二次会は山崎さんのお部屋を貸し切って思う存分飲み、

語っていただきました。山崎さんには観光でお疲れのところ、ありがとうございました。写真は荒川さんのサービ

スになっております。また来年の主幹事は織田倉さんが引き受けて下さいました。ともに心よりお礼申しあげま

す。 

今回参加された皆さん生涯青春の心意気でシルバーエイジでなくゴールデンエイジーで来年又会いましょう。 

出席者 恩師山田先生 荒川(荒川夫人) 織田倉 金尾 佐野 立川 遠山 平田 前田 山崎 吉村 鷲頭 

 成田 寺島(寺島の妻) 
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